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■ OTC 類似薬の一部で「特別の料金」がかかります 

- 2027 年 3 月から 透析患者にも影響 - 
 

 これまでもお知らせしてきた、医療用医薬品のうち、市販薬（OTC医薬品）と成

分などが同じ「OTC類似薬」の保険給付の見直しについて、制度の内容が正式に決

まりました。 

厚生労働省は 2026年 9月 30日、制度の詳細を定めた通知を出しました。これにより、2027年

3月 1日から、対象となる OTC類似薬を医療機関で処方・調剤した場合、通常の医療費とは別

に、薬剤費の 4分の 1に相当する「特別の料金」を患者が負担することになります。対象は 77

成分、約 1,000品目で、便秘薬、解熱鎮痛薬、去痰薬、抗アレルギー薬、皮膚の保湿剤、湿布薬

などが含まれます。 

透析患者が使用することのある薬も対象に含まれています。 

注意したいのは、「人工透析を受けている」「公費負担医療制度を利用している」というだけでは、

特別の料金が免除されるわけではないことです。実際に、その薬が国の公費負担医療の対象とな

るかどうかで取扱いが決まります。 

一方で、医師が長期間の使用を医療上必要と認めた場合や、市販薬では対応できない症状に使

用する場合などは、特別の料金の対象外となります。対象となるかどうかは、患者の症状や治療

の状況を踏まえて判断されます。 

また、この「特別の料金」は保険給付の対象ではありません。そのため、自治体が行っている

障害者医療費助成制度を利用している人であっても、原則として特別の料金は助成の対象とはな

らず、別途負担が生じることになります。 

制度開始後、対象となる薬を処方された場合は、特別の料金がかかるのか、対象外となるのか

について、医師や薬剤師に確認しましょう。 
 

■ 次期医療保険制度改革にむけた議論スタート 
 

 社会保障審議会医療保険部会が 9月 11日、次期医療保険制度改革に向けた議論を開始しまし

た。今後、現役世代の保険料負担の軽減や、高齢者の医療費窓口負担、保険給付の範囲などにつ

いて議論が進められる見通しです。 

 厚生労働省が示した「今後の議論の視点」では、高齢者の医療費の窓口負担について、現役世

代との間で年齢によらない公平な負担を実現する観点から検討するとしています。そのなかで、

「外来特例の在り方」についても検討することが明記されました。 

 外来特例は、70歳以上の人を対象とした高額療養費制度の仕組みの一つで、外来医療の自己負

担額に月ごとの上限を設けています。すでに今年 8月から一部の上限額が引き上げられています

が、今回、さらにその在り方が検討されることになります。 

 全腎協としては、外来特例を利用

している透析患者もいることから、

今回の議論を重要な問題として捉え

ています。また、自治体の障害者医

療費助成制度のなかには、高額療養

費の仕組みを基準としているものも

あり、見直しの内容によっては、透

析患者の医療費負担に影響する可能

性があります。 

 全腎協では、外来特例の更なる見

直しが透析患者の医療費負担や医療

へのアクセスにどのような影響を及

ぼすのか、今後の議論を注視してい

きます。 
参考： https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/001754423.pdf 
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